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琉球弧下レシーバー関数による構造解析
Structure analysis of the Ryukyu arc by the receiver function
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琉球弧は、南東側にフィリピン海プレートがユーラシアプレートに沈み込む境界である琉球海溝、北西側に伸張場で
形成された構造的な背弧海盆として考えられている南海トラフ (Letouzey and Kimura, 1986)を持つ九州南方から台湾東
方に至る島弧である。この琉球弧における主要な火山活動はトカラ列島に代表される火山フロント上の活動の他に、背
弧海盆である沖縄トラフの形成に伴った活動が想定されている (Kimura, 1985)。また、沖縄トラフの火成活動に関する調
査から、沖縄トラフ下において、地殻の伸張だけでなく、性質の異なるマントルの上昇流入が起きていると提唱されて
いる (Shinjoet al., 1999)。
琉球弧におけるレシーバー関数を用いた解析（McCormacket al., 2013）では、F-net観測点直下のスラブ内異方性構造

が明らかにされている。しかし沈み込み方向にスラブ内構造およびウェッジマントル構造がどのように変化するのか、不
明であった。そこで F-net広帯域地震計記録に加えて気象庁の短周期地震計記録も合わせて使い、海溝に直交するレシー
バー関数解析断面を作成することで、沈み込み方向にスラブの角度がどのように変化するのか明らかにした。
レシーバー関数解析では、中部琉球弧に設置された NIED F-NETの広帯域地震計 3点、および気象庁の短周期地震計

8点を使用した。解析期間は 2002年から 2013年である。解析にはM6.0以上の遠地地震 113イベントを使用した。
レシーバー関数解析において、本島直下約 40kmの深さにイメージングされた速度不連続面は同じ断面で取った気象

庁地震源とおおよそ一致した。これは沈み込んだプレート境界を見たものとして考えられる。
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